
道 徳 学 習 指 導 案 
指導者 髙井 ゆき 

 
１ 日  時  平成30年 ６月６日（ 水 ） ４ 校時 
 
２ 学年・組  第５学年 花組 ２８名 
 
３ 主 題 名  本当の自由 ＜内容項目 善悪の判断、自律、自由と責任＞ 
   
４ 資 料 名  うばわれた自由 
 
５ ね ら い  「自由」とは、自分のしたいことを自分勝手に行動するということではなく、みんなが規律を

守ることによってそれぞれの「自由」が保証されることに気付き、責任ある行動をとろうとす
る心情を育てる。 

 
６ 主題設定の理由 
（１） ねらいとする価値 

 人として行ってよいこと、社会通念として行ってはならないことをしっかりと区別したり、判断したり
する力は、児童が幼い時期から徹底して身に付けていくべきものである。それとともに、より積極的で健
康的な自己像を描くことができるようにすることが大切である。そのためには、何事にも積極的に取り組
む姿勢が必要になるが、その原動力が自らを信じる姿勢であると考えられる、ただし、それは過信や自分
勝手ではなく、よいと思ったり正しいと判断したりすることができる力を伴った自信や自律的な態度でな
くてはならない。よいこと、正しいことについて、人に左右されることなく、自ら正しいと信じるところ
に従って、誠実かつ謙虚に行動することは、人として重要なことである。特に、価値観の多様な社会を主
体的に生きる上での基礎を培うために、よいことと悪いこととの区別が的確にできるように指導しておく
ことは重要である。 
 また、自己を高めていくには何物にもとらわれない自由な考えや行動が大切である。自由には、自分で
自律的に判断し、行動したことによる自己責任が伴う。自分の自由な意思によっておおらかに生きながら
も、そこには内から自覚された責任感の支えによって、自ら信じることに従って、自律的に判断し、実行
するという自律性が伴っていなければならない。 
  

（２） 児童の実態 
先日実施した「自然教室・林間学習」では、「みんなが楽しかった」と思える行事にしようと、「自分勝

手なことをしない。」「みんなのことを考える」等という目標を一人一人が持ち活動することができた。「静
かにしよう。」「けんかをせず譲り合おう。」等、集団活動をする上での留意点について自分達で声掛けをす
る場面が多く見られるようになったことは大きな成果であった。 
しかし、日々の学校生活を振り返ると、社会には一定の規律があり、個人のわがままは通らないと頭で

理解できていても、周囲のことを考えず、自己中心的な考えで行動してしまう児童がまだ目立つ。また、
自分勝手な思いで友達を傷つけてしまう場面、自分の非を認めず、相手に原因があると訴え、物事を自分
の都合のよいようにしか解釈できない場面も多々ある。 
本教材を通して、より豊かで充実した生き方を身に付けるためには自由であることが重要であるが、「自

由」と「わがまま」の違いについてしっかりと考えさせたい。みんなが規律を守ることによって、一人ひ
とりの自由が保障されることに気付かせたい。 

 
（３） 教材について 

本教材に描かれているのは、わがままを「自由」と取り違えた結果、「本当の自由」を奪われた人間の
姿である。「やりたいことをする」のが自由だと考えているジェラールと、「規律の大切さ」を訴えるガ
リューの考えの相違を中心に取り上げ、「自由とは何か」を焦点化し、話し合わせ、ねらいに迫りたい。 
また、ジェラールのような心をどんな人間も少なからず持っているということにも気付かせ、国王に

なって、さらに自己中心的になったことにより、国にわがままが横行し、それが自分にとっても苦しい
状況をもたらせたことも捉えさせる。「自分だけに都合のよい自由はわがままであり本当の自由ではな
い」と言ったガリューの言葉の意味を深く考えられるようにしたい。 
 

７ 教科・領域との関連 
  ・総合的な学習「めざせ棚っ子リーダー」 
 
８ 考えを深め合う授業の工夫 

・後半に本文から離れて考えを深められるように、前半部分をテンポ良く進める。 
・班での話し合いを入れて児童同士で考えを深め合わせ、一斉指導では児童の発言に補助発問を加えながら
クラス全体の考えを深めていく。 



９ 本時の展開 

 学習活動  主な発問と予想される児童の反応 教師の働きかけ 準備物・評価 

導 

入 

・価値への方付
けを図る。 

一斉 

・したいことが何でもできる。 
・楽しい。・嬉しい。 

・「自由」という言葉に
対してのイメージを
確認する。 

 

展 
 

開 

・資料を読む。 
  
 
 
・ジェラール王
の気持ちを
考える。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・本当の自由に
ついて考え
る。 

一斉 
 
 
 
一斉 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
一斉 
 
 
 
 
 
 
 
 
個別 
グ ル
ープ 
一斉 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
・うるさい。 
・王子に逆らうのか。 
・王子はやりたいことをしていい。 
 
 
 
・なぜこんなことになったんだ。 
・悔しい。 
・自分だけのせいではない。周りも悪
い。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・私は間違っていた。 
・もっと早く気付くべきだった。 
・チャンスがあるならやり直したい。 
 
 
 
 
 
・自分勝手なことをせず、みんなのこ
とも考えて行動すること 

・ルールやきまりを守った上で、自分
が思った通りにすること。 

 
 
  
 
 
 
・わがままな人がいなくなる。 
・優しさが増えていく。 
・みんなが自分らしく生きていける。 

・「自由」とは何かを考
えながら聞くことを
伝える。 

 
・ガリューの忠告「自
分だけに都合のよい
ようにするのは、本
当の自由ではなくわ
がままです。」を無視
するジェラールにと
っての「自由」とは
どんなものかについ
て考えられるように
する。 

 
・国王になったジェラ
ールがさらに自己中
心的になったこと
で、周囲にわがまま
が横行し、それが自
分にとって苦しい状
況をもたらせたこと
をおさえる。 

 
・ジェラールが、今回
はガリューの言葉を
きちんと聞いている
ことをおさえ、ジェ
ラールにとっての
「本当の自由」を考
えさせる。 

 
 
・資料から離れ自分の
生活を振り返りなが
ら「本当の自由」に
ついて考えさせる。 

 
・勉強前の「自由」と
の違いを考えさせ
る。 

 
・みんなが自分らしく
楽しく生活をできる
ためには、一人ひと
りが当たり前のきま
りやルールマナーを
守らなければいけな
いことにも気付かせ
られるようにする。 

 

 
 
 
 
・短冊 
・場面絵 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・道徳ノート 
※「自由」とは、
自分のしたいこ
とを自分勝手に
行動するという
ことではなく、
みんなが規律を
守ることによっ
てそれぞれの
「自由」が保証
されることに気
付き、責任ある
行動をとろうと
する心情を持つ
ことができた
か。 
＜発表・道徳
ノート＞ 

終 
 

末 

・振り返りを書
き交流する。 

 

個別 
一斉 
 

 

・学習を通して、考え
たことを書かせ、交
流させる。 

※実践への
“そっとした
決意”をもた
せる。 
＜道徳ノート
＞ 

「本当の自由を大切に」というガリ

ューの言葉を聞いて、ジェラール王

はどんなことを考えたでしょう。 

今日の授業で感じたことを道徳ノー

トに書きましょう。 

 

 

「自由にしていいよ」と言われたら、

どんな気持ちですか。 

わがままし放題のジェラール王に

とっての自由とはどんなものだっ

たのでしょう。 

「本当の自由」とは、どんなもの

でしょう。 

みんなが「本当の自由」を知った

上で行動すると、集団はどう変わ

るでしょう。 



10 評価の視点 

（１） ねらいに関して 

「自由」とは、自分のしたいことを自分勝手に行動するということではなく、みんなが規律を守るこ

とによってそれぞれの「自由」が保証されることに気付き、責任ある行動をとろうとする心情を育て

る。 

 

（２） 授業の工夫に関して 

・後半に本文から離れて考えを深められるように、前半部分をテンポ良く進める。 

・班での話し合いを入れて児童同士で考えを深め合わせ、一斉指導では児童の発言に補助発問を加えな

がらクラス全体の考えを深めていく。 

 

11 板書計画 

 
 

 

12 道徳ノート 

 



 


